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ヤ
マ
キ
の
商
号 

濱崎太平次銅像 
原口教授を囲んで 

原
口
泉
教
授
の
野
外
歴
史
教
室 

「
豪
商
濱
崎
太
平
次
を
訪
ね
て
指
宿
山
川
」４
月
２
６
日(

土) 

 

濱
崎
太
平
次
は
指
宿
の
湊
（
現
十
二
町
）に
江
戸
時
代
の
中

期
ヤ
マ
キ
の
屋
号
で
千
石
船
を
何
艘
も
造
り
、
琉
球
・
長
崎
・

大
坂
を
拠
点
に
大
掛
か
り
な
貿
易
や
抜
け
荷
を
行
っ
て
、
指

宿
の
繁
栄
を
築
い
た
豪
商
で
あ
る
。
特
に
五
代
目
湊
太
左
衛

門
は
全
国
長
者
番
付
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
名
を
連
ね
る
程

の
大
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
薩
摩
藩
の
財
政
は
赤
字
が

増
え
て
い
く
ば
か
り
で
、
藩
主
は
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に

濱
崎
家
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。 

山
川
に
は
往
時
の
繁
栄
を
山
川
石
の
街
並
み
と
、
墓
石
に
見

る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
街
並
み
を
い
つ
ま
で
も
残
す
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
参
加
の
方
々
の
感
想

が
あ
っ
た
。 

 

ひ
っ
と
べ
❢
ミ
ニ 
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ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

今
井
俊
子 

 

 

六
月
二
十
七
日
に
九
州
南
部
と
北
部
は
梅
雨
明
け
し
た
、

と
気
象
庁
が
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
九
五
一
年
に
統

計
を
取
り
始
め
て
か
ら
最
も
早
い
宣
言
と
の
こ
と
で
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
三
番
目
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

と
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
刻
の
猶
予
も
な
く
一
人
一
人

に
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

恒
例
の
会
報
「
ひ
っ
と
べ
ミ
ニ
」
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾 

令
和
７
年
度
総
会 

五
月
三
十
一
日
（
土
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

て
開
催 

〇
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
活
動
決
算
書
及
び
監
査
報
告 

〇
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算 

を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
本
年
は
役
員
改
選
な
し 

現
役
員
十
一
名
全
員
留
任
。 

＊
現
在 

正
会
員
十
七
名
。
賛
助
会
員
二
十
三
名 

今
回
の
テ
ー
マ
の
主
人
公
は
八
代
目
太
平
次
で
あ
る
。
島

津
二
十
五
代
重
豪
、
二
十
七
代
斉
興
に
求
め
ら
れ
、
勘
定

方
家
老
調
所
笑
左
衛
門
と
共
に
薩
摩
藩
の
借
金
五
百
万

両
を
返
済
し
て
い
く
物
語
。 

湊
に
は
太
平
次
が
作
っ
た
造
船
所
が
あ
り
、
大
勢
の
船
大

工
た
ち
が
忙
し
く
働
き
、
一
日
の
仕
事
が
終
わ
る
と
太
平

次
が
摺
ヶ
浜
に
作
っ
た
大
浴
場
と
砂
蒸
し
に
は
造
船
所
の

家
族
、
近
隣
の
人
た
ち
、
湯
治
客
な
ど
で
溢
れ
返
り
、
大
変

な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

殿
様
も
別
荘
に
度
々
訪
れ
る
た
め
、
太
平
次
の
家
に
は
殿

様
専
用
の
「
御
座
間
」
と
い
う
迎
賓
館
ま
で
造
ら
れ
て
い

た
。 

先
代
七
代
目
の
時
、
廃
業
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
太
平
次
が

初
め
て
船
に
乗
っ
た
の
が
十
四
才
だ
っ
た
。
船
の
飯
炊
き
か

ら
経
験
し
、そ
の
働
き
ぶ
り
が
人
々
に
信
用
さ
れ
、
大
坂
で

操
船
や
船
大
工
の
勉
強
を
み
っ
ち
り
教
え
て
貰
い
、
調
所

笑
左
衛
門
か
ら
借
金
返
済
の
片
腕
と
し
て
共
に
歩
い
て
い

こ
う
、
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
二
十
一
才
。
わ
ず
か
七
年

で
船
を
知
り
尽
く
し
た
と
い
う
凄
腕
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

現
在
指
宿
に
は
太
平
次
が
活
躍
し
た
痕
跡
は
殆
ど
残
っ
て

い
な
い
。
昭
和
四
十
年
代
の
新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
が
指
宿
第

二
の
繁
栄
と
す
れ
ば
、
や
が
て
近
い
将
来
に
第
三
の
繁
栄

が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
是
非
そ
う
な
っ
て
欲
し
い
。

あ
れ
だ
け
の
豊
か
な
観
光
資
源
が
あ
る
の
だ
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

山
川
地
頭
仮
屋
跡 

行
程 

 
 

中
央
駅
西
口
＝
道
の
駅
さ
か
な
館
＝
山
川
御
仮
屋
跡
・

薬
草
園
＝
河
野
覚
兵
衛
墓
石
群
・
旧
正
龍
寺
跡
墓
石
群
＝
道
の
駅

い
お
海
道
＝
指
宿
長
寿
庵（
昼
食
）＝
濱
崎
太
平
次
屋
敷
跡
・
太
平

次
墓
＝
太
平
次
像
＝
潟
口
港
＝
ヤ
マ
キ
の
会
交
流
会
＝
中
央
駅 

 

八代濱崎太平次の墓 

 
河野覚兵衛の屋敷跡 
山川石の塀が美しい 

 

 

指宿長寿庵の 
ひょうたん弁当 
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R7年１月からの実績

歴史よもやま話
R7/01/23 天璋院篤姫 講師　島津登志子氏

   02/27 下馬将軍島津重豪 講師　今井俊子

   03/27 比企一族 講師　今井俊子

   04/24 薩摩藩のパリ万博 講師　今井俊子

   06/05 町田久成 講師　今井俊子

   06/26 濱崎太平次① 講師　今井俊子

   07/24 濱崎太平次② 講師　今井俊子

街歩き
R7/03/22 第８８回上町の三社詣でと歴史散歩

　 04/17 第８９回樺山資紀、花岡島津家、天文館の歴史

バスツアー
R7/04/26 原口泉教授の野外歴史教室　濱崎太平次

R７年８月以降の活動計画
カテゴリー 月 日 曜 テーマ

歴史よもやま話 １０：００～１１：４０　　会場　市福祉プラザ４F小会議室　資料代200円　要予約  27席限定　

5 8 28 木 私達は黒豚が食べたい～黒豚の歴史～

6 9 25 木 ⑥歴史よもやま話 黄金千貫の生みの親・坂井健吉～からいもは世界を救う～

7 10 23 木 ⑦歴史よもやま話 日本一のお茶が世界へ

8 11 27 木 ⑧歴史よもやま話 いよいよ大河ドラマ「豊臣兄弟」

9 1 22 木 島津登志子氏講座

10 2 26 木 戦国島津氏①

11 3 26 木 戦国島津氏②

街歩き 　　１０：００～１２：３０　会費1,000円（資料代、保険代含む）　2日前までに予約　各１５名限定

3 9 18 木 西郷さんを偲んで城山下り、終焉の地

4 10 9 木 旧鹿児島刑務所、石井手用水跡、小松帯刀別邸跡まで

5 11 6 木 第92回街歩き 水上坂と斉彬、西田小と税所敦子、八田知紀そして西郷家墓地

6 12 2 月 桐野利秋、島津啓次郎、増田宗太郎の南洲墓地

7 3 19 木 加治屋町から高麗橋・武之橋

バスツアー 1 10 4 土 ジオの達人と巡る驚異の阿多カルデラ

    　　　　　 会費 　未定　

2 11 29 土 薩州家、秀吉腰掛石、麓武家屋敷群、野間之関・境川

    　　　　　 会費   未定  　

3 1 17 土 原口教授と行く戦国島津氏を訪ねて姶良・国分

    　　　　　 会費 　未定  　

4 3 21 土 古事記・日本書紀から辿る古式豊な神社

※7/10現在の予定表です。変更になる場合がありますのでご了承下さい。
NPO法人かごしま新発見伝塾　090-6425-7035 今井

原口泉教授の野外歴史教室

国分・大隅

　　　　　　　 会費 　未定 　

第90回街歩き

第91回街歩き

第93回街歩き

第94回街歩き

指宿

出水

カテゴリー

⑤歴史よもやま話

⑨歴史よもやま話

⑩歴史よもやま話

⑪歴史よもやま話

編
集
後
記

一
〇
年
の
節
目
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
挑

戦
に
旅
立
ち
ま
す
。
理
事
長
は
や
る
気
満
々

で
す
が
、
事
務
方
は
気
力
・
体
力
・
頭
脳
に

少
々
不
安
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
決
め
た
こ
と
で
す
か
ら
、
や
る
だ

け
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

。

編
集
責
任
者

副
理
事
長
今
井
征
男

指
宿
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
閉
館

今
井
征
男

５
月
３
１
日
の
宿
泊
を
も
っ
て
指
宿
の
老
舗

ホ
テ
ル
が
当
分
の
間
閉
館
と
な
り
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
私
は
岩
崎
グ
ル
ー
プ
に
４
７
年

お
世
話
に
な
り
、
内
３
０
年
間
指
宿
に
勤
務

し
ま
し
た
。

新
入
社
員
の
時
か
ら
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
る
た

め
に
鍛
え
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
勉
強
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経
験
が
今
の
私

を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
閉
館
当
日
は
妻

（
理
事
長
）
と
共
に
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
静
か
に

お
客
様
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。

い
つ
か
復
活
を
願
っ
て
！

ホテル恒例の花火大会

見納め

重厚なロビーで

「
歴
史
よ
も
や
ま
話
」
に
つ
い
て

薩
摩
の
国
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
語
れ
ば

語
る
ほ
ど
魅
力
的
で
奥
深
く
、
謎
に
満
ち

た
歴
史
が
あ
り
、
先
人
た
ち
の
生
き
た
証

が
鮮
や
か
に
甦
っ
て
来
ま
す
。
又
、
自
然
、

農
産
物
な
ど
も
独
特
で
す
。
そ
れ
ら
を
語

る
こ
と
は
、
私
共
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま

新
発
見
伝
塾
が
最
も
大
切
に
考
え
て
の
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
人
も
そ
の
時
を
そ
の
人
な
り
に
一
生

懸
命
生
き
、
天
命
を
全
う
し
て
い
き
ま
し

た
。

そ
れ
ら
に
様
々
な
見
方
や
視
点
か
ら
光
を

当
て
る
と
同
時
に
、
今
を
生
き
る
自
分
達

に
与
え
ら
れ
た
使
命
は
何
か
、
と
考
え
、
気

付
き
、
行
動
に
移
し
て
い
け
る
一
歩
に
し

て
頂
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
る
月
一
回
の
一
時
間
三
十
分
の
講
座
で

す
。
何
故
？
ど
う
し
て
？

と
い
う
疑
問
が
解
け
た
ら
幸
い
で
す
。

※
令
和
７
年
８
月
以
降
の
予
定
は
下
記
に
。

ク
ル
ー
ズ
商
談
会
に
挑
戦

2
/
6
県
主
催
の
商
談
会
に

参
加
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

説
明
、
商
談
に
望
み
ま
し
た
。

成果は未だです。
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